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リンパ浮腫ケア介入 活動報告 
 

 

                  ８階南 渡部 麻子 伊藤加代子 

                  12階北 岩永美世子 

 

【はじめに】 

 がん連携拠点病院および地域の中核医療機関として、当院に多くのがん患者が受診し、様々な医

療・看護を受けている。しかしその一方で、原疾患よりも上肢や下肢の腫れ（リンパ浮腫）に苦し

みながら、生活している患者が少なくなく、終末期においてはその浮腫が顕著となりQOL（生活

の質）の低下を招いている。平成22年12月リンパ浮腫技能指導者養成講座を修了し、約2年が経過

し、様々な活動を行ってきたのでここに報告する。 

 

【内容】 

 8階南にて乳がん・婦人科がんの手術を受け、多くの患者が外来通院をされている。また他病棟

においても、手術後の影響でリンパ浮腫が発生し不安や苦痛を訴え相談や問い合わせが増えた。そ

の状況を踏まえ、以下の内容を実践した。 

Ⅰ．現状分析・課題解決に向けての活動 

１）リンパ浮腫に対する知識の普及 

（１）看護セミナーの開催（第1・2・3回） 

（２）外来対象学習会 

２）リンパ浮腫介入のフロー図の作成 

３）相談用紙の作成 

４）リンパ浮腫チェックリスト作成 

５）リンパ浮腫指導管理料（外来）算定方法と外来との連携 

２．リンパ浮腫顕在患者のケア介入の実際 

１）活動実績 

２）事例紹介 

 

【まとめ】 

 リンパ浮腫は「リンパ系の輸送障害によりリンパ輸送能力が低下して間質内の血漿由来の蛋白や

細胞が運搬できずに貯留すること」と定義づけられている。リンパ浮腫はいったん発症すると治癒

することが難しく、患者自身による早期発見・対応が非常に重要である。看護師の果たす役割は大

きく、予防指導・発生抑止、早期ケア介入が求められる。本格的活動とは言い難く、まだ始まった

ばかりの状況である。今後は質の高い看護が提供できるよう、また電子カルテによる予約システム

構築や看護外来：リンパ浮腫外来（仮称）開設に向け勢力的に実績を積んでゆきたい。 
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